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１ 事業所の概要

〇

２ 温室効果ガスの排出状況等
2022 年度 t-CO2
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３ 温室効果ガスの排出抑制に関する取組
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事業者温室効果ガス削減報告書概要（第二計画期間）  第 2 年度分

事 業 者 の 名 称 ⼤⻘⼯業 株式会社
事 業 所 の 名 称 ⼤⻘⼯業 株式会社 建設副産物リサイクルセンター

目標年度

事 業 所 の 所 在 地 宮城県仙台市太白区坪沼字硯石56番地
主 た る 事 業 廃棄物処理業

事 業 者 の 該 当 要 件

条例第2条第5号イに該当する特定事業者
条例第2条第5号ロに該当する特定事業者
条例第2条第5号ハに該当する特定事業者
条例第15条第1項に該当する⼀般事業者

目標排出量 300.0 目標原単位 0.0068
削減率 7.63 削減率

温室効果ガスの
排出状況

非化石電気 0.00
その他非化石
エネルギー等

非化石電気

基準年度 基準排出量 324.8 基準原単位

削減率

温室効果ガスの
削減目標

28.81 削減率

排出量等の
増減理由

削減率

0.00
その他非化石
エネルギー等

非化石電気
その他非化石
エネルギー等

2024 年度

第３年度

0.007393

排出量等の
増減理由

最終処分場の段階施⼯⼯事（第2回⼯）において燃料を使⽤する機会が増えた。

排出量 379.8

排出量 231.2 排出原単位 0.007006

非化石電気
その他非化石
エネルギー等

目標年度 2025 年度

排出原単位 0.01155
削減率 -16.94 削減率第１年度 2023 年度

第２年度

基本対策の実施状況

基準年度

第１年度
実施状況の説明

等
担当者はルールを把握しているが、全従業員に周知すること
が今後の課題だと思っています。

2025 年度

最終処分場の造成⼯事において⼯事範囲が減少し、それに伴い軽油の使⽤量も減少した。

排出量 排出原単位
削減率

第２年度
実施状況の説明

等
給湯器の運転時間やルールを定めていないのでルール化する
ようにしたいと思います。

第３年度
実施状況の説明

等

排出量等の
増減理由

（一般事業所等用）
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そ の 他 の 対 策 の
実 施 状 況

項目 具体的な取組内容 実施状況

環境マネジメントシステムの
導入

エコアクション21の認証を受けている。 実施済

選択対策の実施状況

項目 実施状況

エネルギー使⽤量の⾒える化（前年度⽐較） 実施済

外気冷房 実施済

ポンプ、ファン、ブロワの吐出圧⼒、供給量の管理 実施済

グリーン調達の実施

再生可能エネルギーの導入

燃費性能の良い⾞両の計画的導入 実施済

コピー⽤紙等の事務⽤品についてグリーン購入対象物を購入
している。

実施済

未実施

ポンプ、給⽔系統の保全管理 実施済

（一般事業所等用）


